
(3日).FRIO(4日)のスケジュールを入れる｡◎

lever-･centerkey(FR10).-･sidekeyにおいて.lever

に対してholdingを入れる｡holding300mscc(5日).
holding1see(5日),1101ding3sec(12日)｡ここまで

の投附で.lever(holding3see)-centerkey(FR 10)

-sidekeyという一巡の反応が形成される.刺故はすべ

て白色光のラソブを用い,本訓練に用いる刺故は使用し

ない｡

03) 木訓練 :DMTSの同時条件から訓練を始める｡

刺激は赤と録の2色｡初めは修正法を用いる.①正反応

が生起するまで標準刺激 とテスト刺激は消えない｡◎

sidekeyへの反応が誤反応であった場合,刺微の配位を

変えないで収初からその試行をやり厄す｡韮呼に迅した

按,非修正法で同時条件から1旧に,0秒.2秒,5秒の

避妊条件に訓練する｡各条件について,900/OのIT=反応率

が2セッツ耳ソ,戒は850/Oの正反応串が4セ ッツ,lソ迎

椛することを韮坤とする｡1日1セッツまソ80訳行｡

(C) テスト:訓練終了後,遅延時間の関数としての朽

生見をみるためにテストを行なった.テストは遅延時間

0秒,2秒,5秒,10秒,15秒,20秒の各条件について

ラソダムに20回 (従って1日120試行),3日間O

結 果

各被験脚こついて基料こ迅するまでに要した訳行数を

Tablelに示す.S12は遅延5秒の条件下では,4,tX氾

TAbIe1 TrialstocriterioninDMTSleaming

Monkey Simul. DelayO Delay2 Delay5

S12 160 480

T97 320 1,280

T7 240 4∝)

T64 240 240
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試行の訓棟の後にも基準に達しなかった｡第1表によれ

は,遅延時間が長くなれば訓練に要する期間も長くなる

ことが知られる｡この理由として,遅延時間が延長した

均分,正符串800/Oを越えてから基準に達するまでに著し

く多くの訓練を必要とすることが,訓練過程の分析から

指摘される｡

また.centerkeyに対する総反応数,sidekeyに対す

る反応捌 rr･呼の刑庇と正反応率の関には那梓的な閃迎が
みとめられなかった｡

Fig.1にテストの結架を示す.訓練を行なった遅延5

秒まではfE石碑'1850/o以上であるが,訓練な行なっていな

い遅延10秒以上では正芥串は低い｡また,遅延時間の関

数としての再生皿は遅延時間の延長とともに恐くなるこ

とが知られる｡
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Fig.1 Percentageofcorrectresponsesasa

functionoftlledurationofthedelLly
intervalaveragedoverthefourSs.

なお,目的の後半の部分は日数の関係で実行すること

ができなかった｡

分割脳7カケザルによる反復弁別逆転学

習の両眼間転移の研究l)

原 一紙･上野 田子

(国際追想散大 ･救苑)

目 的

今までになされた分?.'Il航動物による祝党升別J-7'･田の阿

限rul転移の研究から,偶脳交迎緑紛 こ伏7j:する皮Ti系の

情報伝達機榊と皮Ti下に形TR貯放される一般的flw=習促巡

械桐の二つが示唆された｡そこで木研究においては,班

題として校合した学田形他の一つである皮紋弁別逆転学

習を選び,その反位逆転の過程に起る両眼rul転移の肺和

を分析しながら,弁別学習の神経規約を明らかにせんと

試みた｡

方 法

被欧体 :若一年アカゲザル5匹.内3匹は突放群として

脳染 ･前交迎 ･視交叉が切離され,残り2匹は統制群と

して視交叉のみが切離された｡

装匿 :自動式升別学習装匠の前面には 50×50mmの

刺激一反応パネルが垂直に配降され,その中央に給飢皿

が額り付けられた｡視覚刺故は明暗1対と;恐の地に白の

図の幾何図形3対が用いられた｡

突放方法 :R.E.Myersの))一法によって分割脳手術を

施行し.被欧体が充分回役するのを待って明約刺微を用

いた適応訓練を行なった｡まず丙限,次いで左右各llLL駅

による弁別学習訓練を50訳行中45正訳行の誠料 こ迅する

まで行なった.木rj:駅の固形弁別学習のmEiFTはLrd!1坊…の
皿りである.これらがIL4咽では布目50訳行な訂iTl法で行

ない,10硫化釈行 (1プT'ック)中のHt,nt反応が1以下の

I)垂伏杓子 (荊大 ･盟F<研).田中正文 (四郎?.師!放
大 ･教範)との共同研究｡
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第1回 学習完成基準に達するまでの平均誤答数

第1表 学習課題の順序

mElfi: 左 限 右 限

l

リ】
3

4

5

6

7

8

q一
01

介 別Ⅰ(DI)

介 別Ⅱ(DⅡ)

皮紋逆転Ⅰ(RIl～8)

介 別Ⅱ(DⅡ)

逆 転Ⅱ(RⅡ)

転 移Ⅰ(TI)

転 移Ⅱ(TⅡ)

反復遊転Ⅱ(RⅡ1～8)

転 移Ⅱ(TⅡ)

逆転転移Ⅱ(RTⅡ)

切令が2回迎統する時 (9/10×2)をもって学習の完成

誠印とした｡

結果と考察

何がが各探題で学習完成基準に達するまでに要した平

均訳笛放な約1回に示す｡最初の4課題においては,紘

洪放 ･プt]ック数共に両群間に有意な差が認められな

い｡次の学習Ⅰの反役逆転では,両群とも8回の反復を

通して沢谷数が有意に減少したが,群間には差が認めら

れなかった｡ただし,プpック数において実験群が統制

郡より多くを焚した｡学習Ⅱの反復追跡 こおいては上述

の肘池的改着がさほど跡著でない.これら二つの反復逆

蛇な比較すると,統制群では総誤数,突放郡では総誤数

とプpック数の減少が有意であったO学習Ⅱについても

阿耶nLllに畠が兄い出されない.

次に各学習の初頭における反応確率を比較すると,皮

初の20硫化試行中に多い誤答が次の20試行以降に急激に

減少し,この点についても両群間に有意な差が検出され

なかった｡

以上のように,両群間には反役逆転Ⅰにおいてのみ差

が兄い出された｡すなわち,宍険群では偶然的確率から

学習完成基準に達するまでにより多くの試行回数を要

し,よってこの墓から,弁別学習において硫化と結びつ

く刺酎存報の要素は,脳梁又は前交姐を迅して他半球へ

伝達される性質のものではないかと仮定される｡次に皮

紋逆転の初期と中 ･後期における誤答数の減少仰向の和

迩から.｢逆転学習セット｣は遅くとも放初の反考父近松
学習(RI)の中期までに形成されたと推測される｡また,

反役逆転にともなう初頭正答率の上井は,通常学習セッ

ト訓練の節2試行以降にみられる正答率の増加に相応す

るものと考えられ,この点からも,両群は共に両眼間転

移を示したと解釈される｡

上述の結果から,脳梁と前交遊が切離されていても,

逆転学習セットは両限間で転移すると考えられ,故に学

習セットの形成に関与する神経践桝は,皮質下のかなり

低位の部分で他半球-処理伝達をするものと推測され

る｡

サルにおける退廷反応とニューロン活動

岩本 隆茂l)(北大･文)

サルの遅延交替反応で,反応が遅延させられるときに

活動するニ>-Pソと,この遅延から解放されテコ押し

反応が発現するまえに活動するニユー中ソが前疏前野

背外側郡 (prefrontaldorsolateral)から見出されている

(Kubota&Niki,1971)｡さらにやはりサルで遅延反応

1)現在の所属 :北大 ･教導｡
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